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 1975年 夏,私 は,ソ 連 と東欧諸国か ら

民族学的資料を入手する必要があるのに

かんがみ,ま ずブルガリア人民共和国の

文化省あてに国立民族学博物館長名で協

力かたを依頼する手紙を出した。なぜブ

ルガリアか らはじめたかというと,た ま

たま私の友人のひとりが対ブルガ リア貿

易に関係 していたか らである。

 まもなく,ブ ルガ リアの対外文化協会

から返事がきた。1976年6月 に私が日本

側の費用でブルガ リアを訪れ,ブ ルガ リ

ア各地の民族学博物館を見学 し,欲 しい

品物を具体的に指定 してほしい。そうす

ればブルガ リアの当局としては,で きる

だけ希望にそうように資料をさが し,適

当な値段で日本側にゆず りましょう0と

いう意味のことが書かれてあった。つま

り商品の下見にいらっしゃい,と いうも

のであった。

 ところが1976年 初春から10ヵ月間,私

は日本学術振興会の海外派遣研究員とし

てモスクワ大学に出張することになった。

そこで私は,大 学当局の許可を得て,モ

スクワか ら研修旅行という名目でブルガ
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リア に1976年5月26日 か ら約3週 間 出 か

ける こ とに した。 以 下 は そ の と きの 印象

と調 査 を も とに つづ った もの で あ る。 む

ろん,私 に と って は じめて の 東 欧(ソ 連

を の ぞ く)の 旅 で あ っ た。

〔自然 ・住 民 〕

 ブル ガ リア人 民共 和 国 はバ ル カ ン半 島

の 北 東 部 を 占 め,北 と北 東 はル ー マニ ア,

西 はユ ー ゴス ラ ビア,南 はギ リシ ア,南

東 は トル コ と国 境 を接 し,東 部 は黒 海 に

面 して い る。 面 積 は11万0927平 方13キ ロ

で,日 本 の3分 の1た らず で あ る が,人

口は]3分 の1に みた ない 。 ブ ル ガ リア は

地 理 的 に 見 て,東 ヨ ー ロ ッパ平 原 と地 中

海 の 中 間 を な し,地 形,気 候,水 系,土

壌,植 物 な どに移 行 地 帯 的 特 徴 が よ くあ

らわれ て い る。

 ブル ガ リアの 自然 は変 化 に富 ん で い る。

国土 の31.5ｰ0は 海 抜200m以 下 の平 原,

35.5%は 丘 陵 性 の地 域(海 抜200-500m),

20・5%1さ500-1,000mの 高 地,12・5ｰ0

は 山 岳 で あ る。 ドナ ウ 川 の 南 に は 幅

20-120kmの 丘 陵性 の ドナ ウ平 原 が あ

り,ヤ ン トラ川 に よ って 東(わ りあ い高

い)西 の2部 分 に分 け られ て い る。 ドナ

ウ平 原 の南 に は ス タ ラ ・プ ラニ ナ(バ ル

カ ン山地)が 広 が って い る。 この 山地 は,

南 側 が岩 石 質 の急 斜面 を な し,北 側 は 平

行 に走 る幾 条 もの山 脈(あ ま り高 くな い)

か らな って い るG

 ブル ガ リア の 中央 部 はバ ル カ ン山 地 と

リラ ・ロ ドプ 山脈 の 中間 を な し,そ の な

か に ウ ィ トシ ャ,ス レ ドナ ・ゴ ラな どの

山地 や トラ キ ア低地 が含 ま れて い る。 ブ

ル ガ リア の南 部 は リラ山(高 さ2,925m),
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ピ リン 山,ロ ドプ 山 を頂 点 とす る リラ ・

ロ ドプ 山脈 に よ って 占 め られ て い る 。

 ブル ガ リア の河 川 はす べ て エー ゲ 海 と

黒 海 に流 入 して い る。 ドナ ウ川 は この 国

の水 系 の軸 を な し,ス タ ラ ・プ ラニ ナ 山

地 か らの 多 くの川 と リラ山を 源 流 とす る

イス キ ル川 が これ に流 れ こん で い る。 エ

ーゲ 海 へ は マ リッツ ァ川
,ス トル マ川,

メ ス タ川 な どが 流入 して い る。

 ブル ガ リアに は 農 業 に 適 す る 地 域 が

少 な くない 。 ドナ ウ 平 原 の 土壌 は 黒 土

qePHO3eMで あ る。 リラ ・ロ ドブ。山地 は

タバ コ の栽 培 に適 して い る。 植 物 の 多 く

は広 葉 樹(カ シ,ボ ダ イ ジ ュ,ブ ナ な ど),

針 葉 樹(モ ミ,マ ッな ど)で あ る。 森 林

は 国土 の32.4%を 占め て い るが,用 材 と

な る の はそ の 半分 以 下 とされ て い る。 動

物 に は東 ヨ0ロ ッパ 全 域 に共 通 の もの が

多 いが,中 に はヘ ビの よ うに地 中 海 系 統

に属 す る もの も見 られ る。

 地 下 資 源 は これ ま で わ りあい 貧 しい と

さ れ て い たが,最 近 の地 質 探 査 に よ って

新 た に 鉄鉱,石 油,褐 炭 な ど の埋 蔵 地 が

発 見 さ れ た。 自 己資 源 によ る重 工 業,化

学 工 業 へ の展 望 も ひ らけつ つ あ る。

 ブ ル ガ リア の人 口 は868万(1974年 現

在)で あ るが,そ の約89%は ブ ル ガ リ

ァ人 で あ る。 ブル ガ リア人 は ブル ガ リア

本 国 の ほ か に ソ連(ウ ク ラ イナ共 和 国,

モル ダ ビア 共和 国),ユ ー ゴス ラ ビア な

どに も居 住 して い る。 ブル ガ リア に は こ

の ほ か5000人 以 上 のガ ガ ウズ 人 が住 ん で

い る。 彼 らは トル コ語 を母 語 と して い る

が,キ リス ト教 を信 じ,生 活 習 慣 もま わ

りの ブ ル ガ リア人 とほ とん どか わ らな い 。

近 年,ガ ガ ウズ 人 とブ ル ガ リア人 との 融

合 が急 速 に す す ん で い る。 ブル ガ リア 東

部 に は トル コ人 だ け の,あ る い は トル コ
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人 とブ ル ガ リア入 との混 合 した村 が 見 ら

れ る 。 トル コ人 は こ の 国 の総 人 口の約8

%を 占 め て い る。 これ は ブル ガ リアが ト

ル コに支 配 さ れ た時 期 に移 住 した トル コ

人 と当 時 強制 的 に イ ス ラム に改 宗 させ ら

れ た ブ ル ガ リア人 の後 商 で あ る。 ジプ シ

0は ブ ル ガ リア の各 地 に見 られ るが,そ

の 数 は 約20万 と い わ れ る。

〔民族史のあらまし〕

 ブ ル ガ リア の地 に人 間が 住 み つ い た の

は 旧石 器 時代 の昔 で あ る が,紀 元 前8-6

世 紀 の 住 民 は,ギ リシア人 の記 述 に よれ

ば,ト ラキ ア人 とよ ば れた 。 両 者 の接 触

は,ト ラキ ア西 岸 に ギ リシ ア人 の 植 民地

が で きて か らは さ らに緊 密 とな っ た。 ト

ドロ フNikolai Todorov教 授 に よ る と,

デ ィオ ニ ソ ス信 仰 や オ ル フ ォ イ ス伝 説 そ

の 他 多 くが トラキ ア 人 か らギ リシ ア神話

の中 に入 った 。他 面,ギ リシア美 術 は ト

ラキ ア美 術 に 強 力 な影 響 を あ た え た。 た

とえ ば カ ザ ンル イ クの 球形 墓 の天 井 画 は

そ の代 表 的 例 で あ る。 そ の他,い わ ゆ る

トラキ ア美 術 と して,近 年 世界 の耳 目 を

集 めて い る黄 金 遺 物 に もギ リシア文 化 の

影 響 を 見 の が す こ とが で き な い。 前5世

紀,そ れ ま で 分 散 して い た トラキ ァ人 の

一 部 は部 族 連 合 を 成 立 させ
}オ ドリス 族

を盟 主 とす る奴 隷 制 国 家 を つ くり あげ た。

 トラキ ア人 の 主 な 生 業 は農 耕 で あ った 。

ま た ブ ドウ を栽 培 し,馬,牛,羊 な ど を

飼 養 した。 都 市 ら しい と ころ で は土 器 な

ど手 工 業 も行 な わ れ た。

 トラキ ア の美 術 品 の 中に は ス キ タ イ の

動 物 意匠 に よ く似 たデ ザ イ ンの もの も少

な くな い。 ロ シア の学 者 ロス トフツ ェ フ

は か つ て,そ れ が ス キ タイ 起 源 で あ る と

主張 した。 しか し他 の学 者 は,ト ラキ ァ
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美 術 の動 物 意 匠 とス キ タ イ美 術 の それ と

は相 互 に無 関 係 に発 達 した,両 者 が類 似

して い る の は,い ず れ もア ケ メ ネス朝 以

前 お よ び以 後 の イ ラ ンに起 源 して い るか

らで あ る とのべ て い る。 しか し最 近 で は,

ス キ タ イ と トラキ ア とが 隣接 関 係 に あ り,

両 者 の直 接 的 な相 互 影 響 に よ る もの も少

な くな い ことが 指 摘 され て い る。 い ずれ

に して も 日本 で は トラキ ア美 術 の こ とは

ほ とん ど知 られ て お らず,ま して スキ タ

イ と トラキ ア との 関係 につ いて の論考 は

皆 無 に近 い と考 え られ る。 今 後 の研 究 が

期 待 され る。

 前4-2世 紀,ト ラキ ア は ア レクサ ン

ダ ー大 王 に征 服 さ れ,今 の プ ロ ゥデ ィ フ

の地 にギ リシ ア都 市 フ ィ リッポ ポル が建

設 され た 。そ の後 ロー マ帝 国 の支 配(1-4

世 紀)も 著 しい痕 跡 を残 した 。 セ ルデ ィ

ク(現 在 の ソ フ ィ ア)な ど 多 くの都 市 が

つ く られ,軍 事 目的 に由 来 す る道 路網 も

整 備 さ れ た が,そ の 一 部 は近 世 まで 重 要

な 商業 路 と しての 意 義 を 保 って い た 。例

え ば ビザ ンツ(コ ンス タ ン チ ノ プル)か

ら ア ド リア ノ プル,フ ィ リ ッポ ポル,セ

ル デ ィ ク,ナ イ ス(ニ シ ュ),シ ンギ ドゥ

ン(ベ オ グ ラ ド),ウ ィ ン ドボ ン(ウ ィー

ン)に いた る道 で あ る。 都 市 や要 塞 は ト

ラ キ ア人 が ロー マ 化 され る うえ で の 中心

地 と な った 。 この 時代,バ ス タル ン(2

世 紀),ゴ ー ト(4世 紀),フ ン(5世 紀)

な ど の侵 入 が あ り,ロ ー マ 人 の 一 部 は残

って原 住 民 と混 じ り合 った 。

 5-6世 紀,バ ル カ ン半 島 に ス ラブ族

が移 住 した 。 ブル ガ リアの 地 に入 った の

は,主 と して そ れ ま で現 在 の ワ ラキ アお

よび ハ ンガ リー に住 ん で い た諸 部 族 で あ

った 。 トラキ ア人 は大 部 分 そ の住 地 に と

どま り,し だ い に外 来 者 と融 合 したが,

mマ 化 され た住 民 の0部 は半 島 南 西 部

の 山地 に去 った 。 これ は 主 と して 牧 畜 民

で あ った 。

 バ ル カ ン半 島 に定 着 した ス ラブ族 は農

耕 民 で,家 族 共 同体 が よ く発 達 して い た

と考 え られ て い る。 彼 ら は古 典 古 代 の文

化 を 継 承 し,農 耕 技 術 を 発 展 させ,し だ

い に い わ ゆ る階 級 社 会 に移 行 し,7世 紀

には 部 族 連 合 が形 成 され は じめ た。

 この 頃,カ フカ ス北 部 の ス テ ップか ら

首 長 アス パ ル フに 率 い られ た チ ュル ク族

遊 牧 民 が ブ ル ガ リア の地 に進 入 した。 お

り し もコ ンス タ ンチ ヌ ス4世 の ビザ ン ッ

軍 が ブル ガ リアの 地 に南 下 した た め,土

着 の ス ラブ人 と新 来 の チ ュル ク族 は協 力

して これ を撃 退 し,681年 に プ リス カ を

首都 とす る新 国家 が 成 立 した(プ リス カ

は現 在 ブ ル ガ リア の代 表 的 ブ ラ ンデ ィに

その 名 を と どめ て い る)。 この 国 家 の 主

導 権 は遊牧 民 の 手 に に ぎ られ,ク ル ム 王

の治 世 に は近 隣 を征 服 し,8!1年 ビザ ン

ッ皇 帝 ニ ケ フ ォル ス1世 を戦 死 させ た 。

この チ ュル ク系 遊 牧 民 は プ ロ ト ・ブル ガ

ール と よば れ
,ヴ ォル ガ川 流 域 に入 って

ヴ ォル ガ ・ブル ガ ー ル 国家 を つ く った部

族 と同 じ系 統 で あ った と され て い る。私

の 知合 い で あ る ソ フ ィ アの 民族 学 者 プ ン

テ フは,現 代 の ブル ガ リア とヴ ォル ガ 川

流 域 に住 む チ ュ ワ シ人,ウ ドムル ト人 な

どの 伝 統 的装 飾 文 様 は,驚 くほ ど似 て い

る と語 って い た 。彼 は この テー マで 現 在

論 文 を 書 い て い る。

 クル ム王 の 時代,ブ ル ガ リア は政 治 的,

文 化 的 に興 隆 し,バ ル カ ン半 島最 強 と し

て 勢 威 を ふ る った。 つ づ い て ポ リス王

(853-889)は865年 キ リス ト教 を 国教 と

定 め,5年 後 には コ ンス タ ンチ ノ プル の

宗 教 会 議 で ブル ガ リア 独 自の 大主 教 区 が
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写真1 バルカン半島最古 といわれ るソフィアの聖ゲオルギ教会

認 め られ た。 これ よ り前 の855年,ソ ル

ン生 れ の僧 キ リル と メ トデ ィー は ギ リシ

ア 文字 に 基 づ い て キ リル 文 字 を 発 明 し

(今 の ロ シア 文 字 の母 体),教 会 関係 の書

物 を ギ リシア語 か らス ラブ 語 に 翻訳 した。

彼 らの事 業 は キ リス ト教 文 明 の 普及 に,

ま た ス ラブ族 の開 明 化 に は か り知 れ な い

役 割 を果 した。

 9世 紀 末 に即 位 した シ メオ ン王 の 治世

(893-927)に は,ブ ル ガ リア の 領土 は エ

ー ゲ海 岸 お よ び ア ド リア海 岸 に達 した
。

しか し,シ メ オ ンの 死 後 内紛 が 起 り,

1018-1086年 の 間 ビザ ン ッに 支配 さ れ る

運 命 とな った。 こ の時 期,南 ロ シァ の ス

テ ップか らペ チ ェ ネ グ,ポ ロヴ ェ ッ らの

遊 牧 民 が ブル ガ リア北 東 部 お よ び ソフ ィ

ア平 原 に入 り こん だ。 ブル ガ リァ の 民族

形 成 に お け る これ ら部 族 の役 割 は 今 の と

こ ろ明 らか に さ れ て い な い。

 1085-86年,テ ィル ノ ボの 領 主 ア セ ン

とペ トル の兄 弟 に率 い られ た 独 立 運 動 が

成 功 して,ブ ル ガ リア の第2国 家 期 を迎

え た 。13-14世 紀 は政 治 ・文 化 の 面 で繁

栄 し,テ ィル ノ ボの 文 学 ・美 術 ・工 芸 は

ロ シア,セ ル ビ ア な ど近 隣…の ス ラブ諸 民

族 に大 きな影 響 を あ た えた 。 しか し170

年 に わ た る ビザ ンッ帝 国 の 支 配 の 結 果,

ブ ル ガ リア の民 族 文 化 に お け る ビザ ン ッ

文 化 の刻 印 は無 視 で き な い も の とな った 。

 14世 紀 中 頃,ブ ル ガ リア は3つ の 独 立

した王 国 に分 裂 した。 これ は オス マ ン ・

トル コの征 服 を容 易 に し,1396年 全 土 が

そ の支 配 下 に入 った。 と くに都 市 は トル

コに よ る植 民 地 化 の拠 点 と な り,衣 服,

家 具 調 度,建 築 な どで トル コ文 化 の影 響

を 田舎 よ り も強 く受 け る こ とに な った 。

 オ ス マ ン帝 国 の 中 心部 に近 い ロ ドプ山

地 の 住 民 の 一 部 は,ト ル コ人 に よ って 強

制 的 にス イ ラム教 に 改宗 させ られ た が,

面 白 い こ とに,こ の イ ス ラム教 徒 ブル ガ

リア人 の 方 が キ リス ト教 徒 ブ ル ガ リア人

よ り も,古 代 ス ラブ 文化 の特 徴 を よ く伝

え て い る と言 わ れ る。 ロ ドプ 山地 に は一

部 の トル コ系 遊 牧 民 も 移 住 した。 ま た

18-19世 紀,国 の 北 部 お よ び北 東 部 に タ

ター ル 人 とチ ェル ケ ス人 が移 住 した が,
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1877-78年 の ブ ル ガ リア独 立戦 争 で再 び

退 去 した 。 トル コは,イ ス ラム教 徒 を ひ

き入 れ る こと に よ って,自 分 た ち の支 配

を 安泰 に しよ う と試 み た の で あ る 。19世

紀 前半 まで の ブル ガ リア の経 済 生 活 に お

け るギ リシ ア人 の 重 要 な役 割 も無視 で き

な い。18世 紀 後 半 には じま る 「ブル ガ リ

ア のル ネ ッサ ンス 」 は,ギ リシア人 か ら

の宗 教 的,文 化 的,経 済 的 独 立 と トル コ

人 か らの民 族 的 独 立 とい う2つ の性 格 を

も って い た。 それ ほ どギ リシア の影 響 力

が 強 か った の で あ る。

 オ ス マ ン ・ トル コの 支 配 は500年 の 長

きに お よん だ 。 その た め バ ル カ ンに お け

るブル ガ リア人 の 存 在 は,少 数 の例 外 を

の ぞ いて,世 界 の ほ とん どの 人 々か ら忘

れ去 られ て い た。 ブ ル ガ リア 人 自身 も生

活 に お われ て 長 い眠 りに つ い て い た 。彼

らが 民族 的 自覚 に 目 ざ め,そ の 存在 を主

張 しは じめた の は18世 紀 後 半 の こ とで あ

る。 これが 「ブ ル ガ リア のル ネ ッサ ンス」

で あ る。19世 紀 後 半 の ロ シア の 学者 ウォ

ドウォ ゾ フE.H. BOAOBO30Bに よ る と,

ブ ルガ リア人 の 民 族 意 識 が 長 い眠 りか ら
'目ざめ は じめ たの は

,1762年 ア トン山 の

修 道 僧 パ イ シ ーn揃CHH XHπeH八aPCKHが

ブル ガ リア語 で 書 い た「ス ラ ブ・ブ ル ガ リ

ア の歴 史 』 ・励 〃仰 娚c鰯 πκ・�rczap-

oκ砺(1762)に 刺 戟 され た た め と言 わ れ

る 。 本 書 は ま た ブル ガ リア 民 族 学 に 関

す る 最 初 の 著 作 で もあ った 。 「ブル ガ

リア人 よ,自 らの 民 族 と 言 語 を 知 れ」

``BoπrapHHe
, sxaH CBOH poA H SI313 K!"と

い うパ イ シー の 呼 び か け は,今 で は ブル

ガ リア の小 学 生 に ま で よ く知 られ て い る。

ワカ レル ス キXpHcTo BaKapeπcKHの 大

i著 『ブル ガ リア民 族 学 』 (1974年 ソ フ ィ

ア)も,パ イ シー の この 言 葉 か ら書 き 出

されて い る。 パ イ シー の 著作 の 出現 こそ

は,「 ブ ル ガ リア ・ル ネ ッサ ンス」 の 開始

を 意 味 して お り,約100年 後 の1876年4

月蜂 起 を も って 終 る とさ れ て い る 。 この

間幾 世代 に もわ た って,ブ ル ガ リア人 の

多 くの 若 者 た ちは ガ イ ドゥキra触yKH

と よば れ る対 トル コ抵 抗 運 動 の組 織 に加

わ って彼 らの青 春 を 燃焼 させ た 。 ガ イ ド

ゥキ は人 里 は なれ た 山 中 に 出 没 し,ブ ル

ガ リア人 を不 当 に圧 迫 した トル コ人 に 必

ず報 復 した と言 わ れ る。

 1876年4月 の 蜂 起 は カ ラ ウ'エロフ

JIK)6eH KapaBeπoB, レフス キ BacH渥

JleBCxH,ボ テ フXpHCTo BoTeBら 多 く

の革 命 家 に よ って 準 備 され た が,ト ル コ

の 正規 軍 に よ って 徹 底 的 に 弾 圧 さ れ た 。

フ ィ リッポ ポル 管 区 だ けで も65の 村 が焼

か れ,11万 人 が殺 され た と伝 え られ て い

る。

 1877年4月,ロ シ ア はス ラブ族 同 胞 の

救 援 を旗 じる しに トル コ に宣 戦 し,軍 隊

を ブル ガ リァ に派 遣 した 。 ブ ル ガ リア人

は 義 勇軍 を編 成 して ロ シ ア軍 と と もに ト

ル コ軍 を撃 破 した 。 この 戦 争 中 に ブ ル ガ

リア人 が受 け た惨 苦 も言 語 に絶 した 。 ト

ル コは つ い に1878年3月3日 の サ ン ・ス

テ フ ァノ条 約 で ブ ル ガ リアの 独立 を認 め

ざ るを得 なか った 。 しか しそ の領 土 の 問

題 で ヨー ロ ッパ 列 強 が 異議 を と な え,

. .年6
.月の ベル リン会 議 で変 更 が 加 え

られ た 。

 独 立 後 の ブル ガ リァ で は,し だ い に ド

イ ツ とオ ー ス トリー ・ハ ンガ リー帝 国 の

経済 的影 響 が 強 ま った 。 独 立 戦争 で ロ シ

アの援 助 を うけ,国 内各 地 に ロシ ア に 対

す る感謝 の記 念 物 が 建 て られ た り した が,

独 立後 の ブル ガ リアに は,逆 に ドイ ッ へ

の 政 治 的,経 済 的 傾斜 が 見 られ,む しろ
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反 ロ シァ に走 っ た こと は歴史 の皮 肉 とい

うべ き で あ る。 ソ フ ィ ア市 内 に も,ロ シ

ア の援 助 を記 念 す る建 造 物 が い くつ も今

に残 って い る 。

 1812年,フ ェル ジナ ン ド王 の ときバ ル

カ ン戦 争が 起 こ り,つ い で第1次 世 界 大

戦 で は ドイ ツ に加 わ って 完敗 し,領 土 の

一 部 を失 っ た
。0方,国 内 で は マル クス

主義 的 政 治 活 動 も台 頭 しは じめ た。

 戦 後,ス タ ム ボ リス キ ー 内 閣 に よ る経

済 改 革 が行 なわ れ るが,大 ブル ジ ョア ジ

ー と軍 部 とが 結 び つ い て
,1923年6月9

日クー デ ター が起 され,ス タ ボ リス キ ー

ら主 要 メ ンバ ー は殺 さ れ た。 多 くの 進歩

的知 識 人 や 共 産 主 義者 も銃 殺 され た。経

済 は疲 弊 し,失 業者 が 町 に あふ れ た 。 そ

の年 の9月,弾 圧 政 治 に反 対 す る武 装蜂

起 が 勃 発 した。 デ ィ ミ トロ フreoprKH

∫【HMHTpoBや コ ラ ロ フ BacHπKoπapoB

らの共 産 主 義者 も これ に加 わ った 。 しか

し蜂 起 は結 局 失敗 し,デ ィ ミ トロ フ らは

ソ連 に亡 命 す るに い た った。

 1925年 に は ソフ ィア寺 院 爆 破 事件 を め

ぐる大 検挙 が行 な われ,民 主 主 義 者 に た

いす る フ ァ ッ シ ョ的弾 圧 が つ づ け られ た。

 第2次 世 界 大 戦 で,ブ ル ガ リア は再 び

ドイ ッ側 に つ い た。 一 方,1942年 デ ィ ミ

トロ フの指 導 に よ って ブ ル ガ リア共 産 党

を 中 心 とす る祖 国 戦線 が 結 成 され,パ ル

チ ザ ン活動 が活 発 とな った 。1944年9月

8日,ト ル ブ ヒ ン元 師 指 揮 下 の ソ連 ウク

ラ イナ 戦線 軍 が ブル ガ リア 領 内 に入 った

の を機 会 に,祖 国 戦 線 に よ って 政府 が く

つ が え さ れ,そ の 結 果,戦 後史 の幕 が 切

って落 され るに いた った 。

 独 立以 後 の ブル ガ リア の歩 み を な が め

る とき,い くつ か の 大 戦 争 が つ づ き,戦

争 の な い とき には 弾 圧 とそ れ に た いす る
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抵 抗 が 繰 返 さ れ,民 衆 の 生 活 は きわ め

て不 安定 で あ った こ とが うか が わ れ る。

500年 に わ た る トル コの 支配 と そ れ につ

づ く困0な 独 立 運 動 を 加 え る と,第2次

世 界 大 戦 後 の数 十 年 間 は,史 上 で最 も平

和 な時 期 と言 え るか も知 れ な い。 また,

一 方 で は
,古 来 ギ リシア,ロ ー マ,ビ ザ

ンツ,ト ル コ,ロ シア,ド イ ッ な ど周 囲

の強 国 の勢 力 に悩 ま され な が ら も,そ の

民 族 的 特 徴 を 強 固 に保 ち得 た こ とに驚 か

され る。 ブ ル ガ リア は この 意味 で,き わ

めて 魅 力 に 富 む 国 で あ る。 しか しブル ガ

リアの 民族 文化 とそ の周 辺 文 化 との 相 互

影 響 の 問 題 は,ま だ ほ とん ど未 開 拓 の ま

ま残 され て お り,外 国 の研 究 者 の参 加 で

き る余 地 も少 な くな い と思 われ る。

〔ブルガリアの民族文化を求めて〕

 1976年5月26日 晴 0時45分,モ ス

ク ワの キ エ フ駅 発 ソ フ ィア行 列 車 に 乗 る。

新 緑 映 え る ウク ライ ナ平 原 を走 り,翌 日

の 夜半,午 前1時 頃か ら約3時 間 か か っ

て ソ連 とル ー マ ニ ア の 国境 を 通 過 した 。

この3時 間 の あ いだ に車 輪 を 狭 軌 に つ け

か え た り,税 関検 査 が行 なわ れ た りした

が,両 国 の役 人 が 私 た ち の個 室 を 訪 れ る

こ と,実 に十 数 回 にお よん だ 。 ソ連領 内

の停 車 駅 で は ラ イ ラ ックや チ ュー リップ

の花 束,直 径2㎝ ほ どの 赤大 根 の束 な ど

が売 られ て い た。 私 も ライ ラ ック の大 束

を1ル ー ブ リ(400円)で 買 った 。

 翌27日 は終 日ル ー マ ニ ァ 中央 部 の大 平

原 を南 下 した。 ムギ,ト ウモ ロ コ シの畑

が果 て しな くつ づ き,集 落 の近 くで は ヒ

ッ ジ の群 も多 か った 。 沿 線 の 白 い ア カ シ

ア が 印象 的 で,線 路 の そ ば で遊 ん で い る

田舎 の子 ど もた ちの 裸 足 が私 自身 の少 年

時 代 を思 い 出 させ た 。
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 ドナ ウ川 の鉄 橋 を 渡 る とブ ル ガ リァ領

内 の ル セ市 で あ る (図1参 照)。 ここで

はル ー マ ニ ア に比 べ て 税 関 検 査 も簡 単 で

あ り,ビ ザ の代 りに1日10ド ル の 割 で ド

ル を ブル ガ リア 貨 幣 に交 換 す る こ とだ け

が要 求 され た。 と りあ えず10日 分 と して

100ド ル を95レ フ83ス トチ ンキ に交 換 し

て も ら った 。

 2日 目 も暮 れて,汽 車 は 深 い渓 谷 沿 い

の 坂 道 を あ え ぐよ う に登 った 。両 岸 に は

地 層 を露 出 させ た断 崖 が つ らな り,赤 い

屋 根 の集 落 が 樹林 の 中 に点 在 して い た。

 21時17分 ソフ ィア駅 着 。 外 は す で に ま

っ暗 にな って お り,旅 客 も少 なか った 。

雨 が 降 った り止 ん だ り して,落 着 か な い

天 気 で あ った 。 出 迎 え の人 もな いの で,

とにか くタ ク シー を 拾 い,こ れ と い うあ

て もな しに ホ テル ・ブ ル ガ リア を 目指 し

た 。受 付 で は ロ シ ア語 が よ く通 じ,部 屋

が な い とい うこ とで,近 くの ホ テ ル ・ソ

フ ィア を す す め られ た。

 ホテ ル ・ソ フ ィア の設 備 は市 内 で 最高

水 準 とい う こ とだ った が,ツ イ ンで1泊

45レ フ(約1万4,000円)。

 6月28日,ブ ル ガ リア対 外 文 化 協 会 を

訪 れ,キ シ ョフKHCbOB氏 らに 面会,旅 行

の趣 旨 を のべ 助 力 を 依頼 した 。最 初 の会

談 に は キ シ ョフ氏 の ほか コス トワCaBa

KOCTOBaさ ん,科 学 ア カ デ ミー付 属 民 族

学 博 物 館 長 プ ンテ フneHKo nyHTeBも

同 席 し,私 の ブノヒガ リア国 内 旅 行 の た め

に,ロ シ ァ語 の堪 能 な民 族 学 者 シプ チ ャ

ノ ワHe八H爪a I皿HnqaHOBaさ ん を 案 内

と して つ けて くれ る こ とに な った。 私 の

ブ ル ガ リア旅 行 が 多 少 と も成 果 を得 た と

す れ ば,ま ず シプ チ ャ ノ ワ(愛 称 ネデ ィ)

さ ん の献 身 的 な助 力 のお か げ で あ る。

 午 後,対 外 文 化 協会 の世 話 で ホ テル ・ソ

フ ィアか らホ テ ル ・セ ルデ ィ ク(ソ フ ィ

ア は ロ0マ 時 代 セル デ ィ クと 呼 ば れ た)

に移 る こ とに な った 。 環境 や設 備 は前 者

よ り劣 るが,1日12レ フで た い へ ん 安 か

った 。 た だ し外 国 人 は,公 式 機 関 の 口 き

き な しで は こ こに宿 泊 で きな い 。

 夕 方,ブ ル ガ リア ・ホ テル1階 の ビア

ホ ール で プ ンテ フ館長 とブ ドウ酒 を のん

だ。 入 口で ひ と り2レ フの食 券 を買 った

が,こ れ は一 種 の 前払 いで,入 場 者 は最

低2レ フ飲 食 す る とい う約 束 を意 味 して

い た 。

 プ ンテ フ は ロ シ ア語 が 上手 で あ った。

そ して他 人 の前 で も私 と ロ シア語 で話 す

こ とを い や が らなか った 。一 般 に,そ の

後 訪 れ た 東 ドイ ッ に比 べ て,ブ ル ガ リア

で の ロ シ ア語 は解 放 的 な よ う に見 う け ら

れ た。 東 ドイ ッ で は ロシ ア語 を知 って い

て も,人 前 で 話 す こ とを さ け る傾 向 が 目

立 った ので あ るが 一 。 プ ンテ フ は,今

年7年 制 を修 了 す る彼 の ひ と り娘 が 秀才

で あ って,ド イ ッ語 専 門 学校 に入 学 で き

た こ とを た いへ ん喜 ん で いた 。

 5月30日 晴 ここの と こ ろ毎 日の よ

うに,朝 は 晴 れ,午 後 か ら夕 方 に か けて

雨 にな って い る,朝9時,バ ス で ソ フ ィ

アか ら120キ ロの リ ラ山 中 に あ る リラ修

道 院 に向 か う。修 道 院 は10世 紀,イ ワ ン

・リル スキ とい う聖 者 の住 地 付 近 に創 建

さ れ,焼 失 と再 建 を くりか え し,現 在 の

形 に な った のは19世 紀 前 半 の ことで あ る

とい う。 広 い構 内で 最 古 の 建物 は フ レ リ

の 塔XpeπbeBa BamHHと よ ば れ る方形

の 石 造 建築 物 で あ る(1335年 建)。 これ は

外 敵 が 来 襲 した と き修 道 僧 た ちが 避 難 す

る た めで あ った と言 わ れ る。

 リラ修 道 院 は ブ ル ガ リア の建 築 ・美 術

の宝 庫 で あ る。外 側 か らは小 さ な窓 のつ
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写真2 リ ラ 修 道 院 の 外 観

らな る要 塞 の よ うな さび し い建物 で あ る

が,い った ん 門 を入 る と,色 彩豊 か な 曲

線 的 建 物 が 多 く,修 道 院 とは 思 え な い ほ

ど明 るい 感 じがす る。 聖 ボ ゴ ロ ジ ッ ァ寺

院 は 黄 色,う す赤,青 な どを 用 い,屋 根

写真3 リラ修道院内のフ レリの塔

は波形で,円 柱のある回廊の天井や壁面

もすべて聖画でおおわれている。4階 建

の僧院の内庭に面する側にはアーチ型の

白い列柱がならび,そ れに黒のまだ ら文

様がほどこされている。全体 として繊細

と壮大の両要素をそなえている。

 かつてここには,多 いときには200人

もの修道僧が住んでいた。部屋数は全部

で330に 達するが,修 道僧にはそれぞれ

個室があたえられたから,残 りの130室

は原則として来客用であった。かつてブ

ルガ リア各地か らさまざまな寄進物をも

った参詣者が絶えず,そ れらの人々に食

事を用意するための巨大な釜をならべた

炊事場 もあった。現在修道院の一部はか

つての寄進物を展示する博物館 ・宝物館

になっている。

 ウォドウォゾフの著作によると,1881

年当時,リ ラ修道院には120人 の修道僧

がいた。そして修道院内の礼拝堂の祭壇

には無数の頭蓋骨がつまれてあったとい

う。これは死者の遺族が金銭や現物を寄

進 して保管を依頼 したものであった。ま

たむかしは,リ ラ修道院で も,他 の修道

院の場合と同じように,遺 骸の状態によ
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加藤 ブルガリア民族学の旅

写真4 リ ラ修 道 院 の 中 庭 の 一 部

って死者の霊が天国あるいは地獄のいず

れにおもむいたかを知るために,墓 を掘

り返す ことが行なわれたという。

 ブルガ リアの一部の修道院では,死 亡

した修道僧の頭蓋骨は箱に納められ,特

別の部屋に安置された。箱にはそれぞれ

名前 と十字架がつけられ,ま れに近親者

がやってきて頭蓋骨にろうそくをたて冥

福を祈 った。

 修道僧たちは分業で修道院での生活に

必要な生産労働に従事した。裁縫,製 靴,

大工などはもちろん,羊 飼いの仕事まで

あった。修道僧たちの多 くはすぐれた猟

師でもあり,ブ ルガ リアの山地に多い鳥

獣を獲って食糧 とした。僧たちの個室の

壁に,彼 らの仕止めたオオカ ミなどの毛

皮のかかっていることも珍 しくなかった。

 なにかのお祭 りのときには,多 くの住

民が修道院に集まり,,あた りにさまざま

な物を売る市が立 った。人々は修道院の

提供するご馳走を食べ,踊 ったり,祈 っ

たりした。かつてバルカン山地の斜面や

峡 谷 に は,「徒 歩 で3-4時 間 の距 離 に2,

3の 修 道 院 が あ った」 とつ たえ られ て い

る。

 リ ラ修 道 院 の 日没 は早 か った 。 修 道 院

が 白雪 の 山 の ふ も と,深 い峡 谷 に あ るた

め,5月 末 とい うの に,夕 方 に な る と急

に冷 え こん だ 。 バ ス で ソフ ィア に帰 り着

い た とき に は,す で に 街 の ネ オ ン が鮮 や

か で あ った。

〔宗 教 ・儀 礼 〕

 ブ ル ガ リアの 宗 教 はギ リシア正 教 で あ

るが,プ ロ ウデ ィフ市 付 近 お よ び ドナ ウ

川 中 流域 に は 力 トリ ック教 徒 も混 じ って

い る。 ほ か に一 部 のブ ル ガ リア 人 は今 で

もイ ス ラム教 徒 で あ る。

 ブ ル ガ リア人 はわ りあい 宗 教 に無 関 心

で あ る とい わ れ る。 これ は一 つ に は,ト

ル コの 支配 下 で教 会 の権 力 が 弱 く,し か

もそ れ が ギ リシア教 会 の管 下 に あ った た

めで あ る とさ れて い る。 つ ま り,民 衆 に

た い す る教 会 の影 響 力 が比 較 的 弱 か った
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ので あ る。

 トル コの 支配 下 に お いて は,ブ ル ガ リ

ア人 にお け るキ リス ト教 は,他 のバ ル カ

ン諸 国 民 の場 合 もそ うで あ るが,民 族 的

自覚 の 象 徴 で あ った。 修 道 院 は ブル ガ リ

アの 民 族 文 化 お よ び文 字 の守 護 者 の 役 割

を 果 した 。 独立 戦 争 当時,ロ シ ア との 関

係 が 強 か った根 底 に は,宗 教 ・文 字 を 同

じ く して い る とい う連 帯 感 が あ った こ と

も見 のが せ な い 。

 ソ連 科 学 ア カ デ ミー民 族 学 研 究 所 編 の

シ リー ズ 『世 界 の諸 民 族 』 に お け る 「ブ

ル ガ リア 人 」 の項 は,ブ ル ガ リア人 の学

者 に よ って書 か れ た もので あ るが,そ こ

につ ぎの よ うな 記 述 が見 え る。 「ブ ル ガ

リアの 農 民 層 に は キ リス ト教 以 前 の古 代

信 仰 の 残 りか す が長 く残 って い た。 そ れ

は他 の ス ラブ 諸 民族 の信 仰 に似 て し1たが,

しか し独 自的 な もの もあ っ た」 。 例 え ば

動 植 物 に た い す る迷 信 で あ る。 カ シの古

木 は 神 聖 で あ り,プ ラタ ナ ス は人 を 守 る

力,サ ンザ シの木 は人 に健 康 と長 寿 を あ

たえ る力 を そ な えて い た。 この ことは 新

年 の 儀 礼 に残 って い る。 オ オ カ ミにた い

す る迷 信 的 怖 れ が あ り,「 オ オ カ ミ祭 り」

が 行 な わ れ た 。11月 の 最 初 の2乙3週 間

が それ で,こ の期 間,オ オ カ ミを怒 らせ

な い よ うに い くう か の禁 忌 が守 られ た 。

「ネ ズ ミの 日」 と い うの も あ り,ク マ,

キ ッ ネ,ヘ ビに ま つ わ る信 仰 もあ った 。

 面 白 い の は,衣 服 が それ を着 用 して い

る人 の象 徴 で あ った こと で あ る。 女 性 に

お け る肌 着 と前掛(エ プ ロ ン),男 性 にお

け るズ ボ ンは ま じな い の対 象 に な り,そ

の持 主 にま じな い の 力 が お よぶ と考 え ら

れ た。 ま た 衣服 は持 主 の身 代 わ りにな る

こ と もで きた 。 例 え ば,花 婿 の 出席 な し

で婚 約 が な され る場合 に は,本 人 の身 代
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り と して 彼 の ズ ボ ンを式 場 に持 参 した。

 ブ ル ガ リア人 の古 代 信 仰 で は サ モ ウ ィ

ル イC祟OBI3」lblと か サ モ デ ィ ウ ィ

CaMO汲HBblと よば れ る神 話 的 存 在 が 見 ら

れ る。 ま た 自然 を象 徴 す る ラ ミヤJIaM朋

とい う 龍 皿paKOHも あ った。 カ ラ コ ン

ジ ョKapaKOxRxcoと い うの は,人 間 の

頭 部 を も った 馬 ま た は裸 の黒 い 人 間 の形

を して お り,ク リス マ ス前 夜 か らイ エ ス

洗 礼 祭(1月6日)ま で の間 に 人 間 に 富

を もた らす もの で あ った 。

 祝 祭 日の 多 くは農 耕 に 関連 して お り,

一 部 に は 農耕 暦 とキ リス ト教 祭 日 とが 結

び つ い て い た 。 そ の一 部 を紹 介 して み よ

う。 冬 季 の祭 日 は 冬 至Ko訂eAaが 中 心

で あ った が,こ れ は ス ラ ブ族 全 体 に共 通

して い る。 ク リス マ スの 祝 日は この冬 至

祭 と結 び つ い た もの と され て い る。 ク リ

ス マ ス の 前 夜 に は ブル ガ リアで 産 す るす

べ て の 食 物 を材 料 と した ご馳 走 が つ くら

れ た 。 祝 祭 用 のパ ンに は,穀 物 の 束 や型

を つ けた ウ シ,羊 小 屋 な どの あ る畑 の光

景 な どが 焼 き こま れ た。 祝 祭 日の 薪 は カ

シま た はナ シの木 が 用 い られ た 。

 新 年 の 行 事 も同 じよ うな 趣 旨で 行 な わ

れ た 。 スル ワカ ニ ヤCyPBaKaHH分 とい

う風 習 は 今 も 残 って い る。 これ は 若者

(今 は子 ど も)た ち が飾 りた て た サ ンザ

シの 枝 を も って家 々 を まわ り,そ れ で主

人 た ちを 軽 くた た い た。 そ れ は,一 家 の

主 人 た ちが そ の年 健 康 で 幸 せ で あ る こ と

を 願 う もの で,そ の代 りに子 ど もた ちは

主 人 か ら贈 物 を も らった 。

 2月14日 は ブ ドウ祭 りTpxﾘox 3ape-

3aHで,ブ ドウ園 に 出か けて 枝 を切 り,

そ れ にブ ドゥ酒 を か けて 豊 作 を 祈 った 。

参 集 者 に ご馳 走 が 出 さ れ る の は も ち ろん

で あ る。
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写真5 腰に鈴をつけ,マ スクをかぶ った

   ベロガ シュ

 旧 暦 の 新年,ま た は カー ニバ ル の 週 に

はマ ス ク を か ぶ り,腰 に大 小 の鈴 をつ け

た 人 々が 列 を つ く って村 を ね り歩 いた 。

場 所 に よ って マ ス ク な ど の形 は変 った が,

これ が 豊 作 を祈 る祭 りで あ る こと に変 り

は なか った 。           、

 復 活 祭 の 前 の週 に は,婚 期 に達 した 晴

着 の 娘 た ちが 頭 を羽 根 や 花 で飾 って,家

々 を歌 った り踊 った り しな が らま わ った 。

これ ば ラザ ル キJIa3aPKHと よ ばれ,よ

い 男性 に め ぐりあ い,多 くの子 ど もに 吟

ぐま れ る こ とを 願 うた め で あ った 。

 燃 え る 炭火 の 上 で 裸 足 で 踊 る 祭 り

HeCTnHaPCTBOも あ った が,こ れ は ス ラ

ブ 的 な 起源 で は な く,西 ア ジ アの一 部 に

類似 の行 事 が 見 られ る とい う。

 ペペ ル ダ1'lenepyAaと ゲ ル マ ンrepMaH

は 代表 的 な 雨乞 い の行 事 で あ る。 シ ャ ッ

1枚 だ けの少 女 が家 々を まわ る と,主 婦

た ちは少 女 の 頭 に水 を そ そ ぎか けた 。 こ

の儀 礼 が 雨 を 呼 ぶ と考 え られた ので あ る。

これ が ぺ ペ ル ダ で あ る が,バ ル カ ン半 島

の諸 民 族 や,ル ー マ ニ ア,モ ル ダ ビァ な

ど に も見 られ た とい う。

 ゲ ル マ ン とい うの は,日 で りで 死 ん だ

若 老 をか た ど る土 偶 を川 岸 ま た は十 字 路

に埋 葬 して 雨 乞 い す る祭 事 で あ る。

 6月31日 晴 夕方,雨 この 日,た

ま た ま学 会 で ブル ガ リア に きて い るモ ス

ク ワ大 学 歴 史 学 部 民 族 学 教 室 の主 任 教 授

マ ル コ フr.E. MaPKOBに 会 うた め ソ フ

ィア大 学 を訪 れ た 。 マ ル コ フ教授 は 私 の

ソ連 留学 の身 許 引受 人 で あ る。

 ホ テ ル ・セル デ ィ クか ら大学 ま で は歩

い て もす ぐで あ る が,途 中国 立 の公 共 図

書 館 が あ り,そ の前 に キ リル 文 字 を 発 明

した キ リル ・メ トデ ィ ー兄 弟 の石 像 が 立

って い る。 ブ ル ガ リア の人 々 は,キ リル

文 字 の 発 明 者 が ブ ル ガ リア人 で あ る こ と

を誇 りに し,私 は旅 行 中,「 ロシ ア人 に

文 字 を あ たえ た の は わ れ わ れ だ」 と い う

言 葉 を 幾 人 もの 人 か らき い た。

 6月1日 晴 ・早 朝 の5時55分 発 の汽

車 で プ ロ ウデ ィ フに 向 か った。 ネデ ィ さ

ん の ご主 人(バ イ オ リニ ス ト)が 自家 用

車 で ホ テル か ら駅 ま で 送 って くれ た 。 こ

の時 間,す で に 日は の ぼ り,空 気 は澄 み

切 って い た。 汽 車 は右 手 に ウ ィ トシ ャの

山 な み を なが めな が ら走 った。 見 わ たす

限 り緑 の丘 陵 地 帯 で,部 落 は斜 面 に営 ま

れ て い る。

 プ ロ ウデ ィ フ に着 いて か ら,そ の足 で

丘 の 上 の 旧市 街 に あ る民 族 学 博 物 館 を訪
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れ た 。 あ た りに は ジ ャ ミヤ と よば れ るイ

ス ラム 教 会,十 字架 のつ いた 高 い鐘 楼 の

あ るキ リス ト教 寺 院,ロ ー マ時 代 に 建 て

られ た ア ー チ 型 の 門 な ど が あ って,こ の

都 市 の古 い歴 史 を しのば せ た 。 この 都 市

は,ブ ル ガ リア の 先住 民 で あ る トラキ ア

人 の 時代 に は じま り,ア レクサ ンダ ー 大

王 の 父 フ ィ リップ に よ って 占領 され,フ

ィ リ ッポ ポル と称 さ れ た。 つ いで,ロ ー

マ 時 代 に は ト リモ ンッ ィ ウ ム(3つ の丘

の 意)と 改称 さ れ,ロ ー マ帝 国 の東 方 領

域 に お け る中 心地 と して栄 えた 。 そ の 後

ス ラブ 人,ブ ル ガ ー ル 人 が住 み つ くが,

14世 紀 中 頃 か ら約500年 間 オ ス マ ン ・ト

ル コの 支配 下 に 入 った。 ス ラ ブか らはプ

ル ィデ ィ ン(現 在 の 名称 は これ に 由 来),'

トル コ人 か らは フ ィ リベ と よば れ,ほ と

ん ど ソ フ ィア に 劣 らな い繁 栄 を 示 した 。

 ブ ル ガ リア の独 立後 も,ト ラキ ア平 野

の 中 心 と して,農 産 物 の集 散,商 業 の 中

心 と して 栄 え た 。 と くに定 期 市 はに ぎや

か で あ った とい う。

 民 族 学博 物 館 は古 風 な石 畳 の 道 を の ぼ

った 丘 上 に あ った。 建 物 が ま た す ば ら し

く,1847年,建 築 職 人 の ハ ジ ・ゲ オ ル ギ

とい う者 が プ ロ ウデ ィ フの 豪 商 コユ ム ジ

オ グ ル の 注 文 に応 じて建 て た 木造 二階 建

で あ った 。建 物 そ の もの が す ぐれ た文 化

財 で あ った 。

 この博 物 館 で は ネデ ィ さん の友 だ ちで

あ る 副 館長 の コ レワEneHa KoneBaさ ん

か ら案 内 と説 明 を う けた 。 コ レ ワさ ん は

ロ シア語 も自 由に 話 した 。私 は こ こで,

コ レワ さん か らバ ラ油 の話 を き き,深 い

興 味 を お ぼ え た。 バ ラ油用 の バ ラの花 は

プ ロ ウデ ィ フか ら近 い カ ル ロボか らは じ

ま る 「バ ラの谷 」 で 採 取 さ れ て い る ので,

この 日の午 後,私 た ちは 汽車 で カル ロボ
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写真6 プロウデ ィフ市 内に残 るローマ時

   代の門 と19世 紀の民家。 「エルケ

   ル」に注意

の バ ラ畑 を見 に 出か けた 。

〔バ ラ油 の 民 族学 〕

 バ ラ油 の原 料 と な るバ ラの 花 は,ス タ

ラ ・プ ラニ ナ 山地 とス レ ドノ ・ゴ ラ山地

の 間 に 位 置 す る 「バ ラの谷 」Po30BaTa

AoanHaで 栽 培 され て い る。 この谷 に は

ク リス ラ,ロ ジ ノ,ソ ポ ト,カ ル ロボ,

カ ロフ ェル,カ ザ ンル イク,シ プ カな ど

の 町 々 が鎖 状 につ な が って い る。 この う

ちカザ ンル イ クは古 くか らバ ラ油 生 産 の

中 心地 と して 知 られ,現 在 は専 門 の 研 究

所 もあ る。

 この地 にバ ラ油 を 目的 とす るバ ラ裁 培

が は じま った の は17世 紀 前 半 といわ れ,

バ ラの原 種 は小 ア ジア方 面 か ら移 され,

こ こで品 種 改 良 され た の だ とい う。
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写 真7 ブルガ リアにおけ るバ ラの花の採

   取作業 。ハ ンガ リーの旅行家 フユ

    リクス ・カニシュが19世 紀前半に

   描いた もの

 バ ラの谷 の大 部 分 は 海 抜700-800 m,

気 候 お よ び土 壌 の点 で バ ラ栽 培 に 適 して

い る。 バ ラに は赤 バ ラ と 白バ ラが あ る が,

赤 バ ラの方 がバ ラ油め 含 有 量 が 多 く,ま

た 質 も よい とされ て い る。 この あ た りの

花 の 大 き さは,ふ つ うlkgあ た り200-

300の 花 を 数 え る こ とで 知 られ るよ うに,

それ ほ ど大輪 で は な い。 しか し赤 バ ラは

反 面 寒 さ その他 の悪 条 件 に適 応 しに くい

た め,場 所 に よ って 白バ ラの方 を 多 く栽

培 して い る。 白 バ ラか らのバ ラ油 の 欠 点

は蝋 分 の 多 い こ とで あ る。

 カル ロ ボで の私 の調 査 に よれ ば,多 く

の場 合 バ ラ畑 の端 の方 に 白バ ラが 植 え ら

れ て あ った 。 土壌 は細 石 ま じ りの 砂 質 土

で,水 は け はよ い と思 わ れ た。2月 末 か

ら3月 初 め に か けて,畑 に深 さ50cmほ

どの穴 を 堀 り,バ ラの枝 を切 って さ し木

す る。 畝 の 間 隔 は2mく らい,株 と株

の 間 隔 は50-70cm。 ふ つ うさ し木 の

2-3年 後 花 を 咲 か す が,も の に よ って

は1年 後 の こと もあ る。 私 は 花 を に お っ

て み た が,な る ほ ど,赤 バ ラが 強 い 芳香

を 発 す るの に た い し,白 バ ラは そ れ ほ ど

で はな か った 。バ ラの 株 は ふ つ う10年 く

らいで さ し換 え る との こ とで あ っ た。

 バ ラの 花 の 採集Po306epは,開 花 と

同時 に,風 の な い 晴 れ た 日 の早 朝5時 頃

か ら10時 頃 ま で に 行 な わ れ る。 花 が露 に

ぬ れて い る状 態 が の ぞ ま しい。1926年 の

デ ー タ に よ る と,カ ザ ンル イクで5月15

日か ら6月20日 ま で の36日 間 に花 が採 取

さ れ た。 比 較 的 好 条 件 に恵 ま れ た年 の

場 合,1,800-2,000kgの バ ラの 花 か ら

1kgの バ ラ油 が 得 られ るが,雨 の少 な

い暑 い年 に はlkgの バ ラ 油 の た め に

4,000 kgの 花 を 必 要 とす る。 採 花 は ふ

つ う若 い女 性 の 手 で な さ れ,男 は運 搬 に

あ た る。 「人 々 は晴 着 を着,か ご を持 っ

て 畑 に 向 か い,陽 気 に し ゃべ った り,歌

った り しな が ら 花 を つ ん だ」。 つ ま れ た

花 は畑 あ るい は蒸 溜 工 場 で ひ とつ ひ とつ

選 別 さ れ る。 選 別 は経 験 に 富 む年 配 の女

性 の手 で行 な われ るが,こ の 場合 バ ラの

花 び らの 鮮 度 が 基 準 とな った 。 バ ラの

花 に 含 ま れ るバ ラ油 の93%は 花 び らに よ

って 占め られて い る。 採 花 の 時 期 に は集

中 的 に 多 くの人 手 を 必 要 とす るの で,近

郷 近 在 か ら老 若 男 女 が 出稼 ぎに狩 り出 さ

れ た 。 バ ラ園 の持 主 は ほ とん ど毎 年 同 じ

人 々 と契 約 す る のが ふ つ うで あ った 。

 バ ラ油 は蒸 溜 に よ って 得 られ る。 まず

カザ ンKa3aHと よ ばれ る 銅 製 の 大 きな

容 器 に101の 水 を 入 れ,そ れ に1か ご
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写真8 バ ラの 花 の 選 別。20世 紀 初 頭

(12-13 kg)の バ ラの 花 を 入 れ,さ らに

バ ケ ツ に6-7は い(50-60 1)の 水 を 加

え る。 そ の上 に水 蒸 気 を通 す た めの 管 の

つ い た蓋 を かぶ せ,布 な どで よ く しば る。

カザ ンの下 で火 を焚 くと,水 蒸 気 は冷 却

用 の水 桶 を通 過 す る間 に液 化 し,バ ラ油

を 含 む 液体 は管 の端 末 に用 意 され た小 容

器 に 受 け入 れ られ る。

 火 はふ つ う1.5-2時 間焚 きつ づ け られ

る が,そ の 間 に2本 の び ん に液 体 が得 ら

れ る。 第1の び ん はバ シ ュBal11ま た は

ペル ワ クHbpBaKと よ ば れ,バ ラ油 を最

も多 く含 有 して い る。 第2の びん は ア ヤ

クAHKま た は フ トラクBTopaKと よ ば

れ,第1よ りは含 有 量 が 少 な い。 第3の

び ん以 後 はバ ラ水Po30Ba BOAaと よ ば

写真9 カザ ンとバ ラ油 の蒸溜装置。 プロウデ ィフ博物館
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